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論文内容要旨
はじめに
 膝関節は大腿脛骨関節および大腿膝蓋関節より構成されるが,その主要な機能である屈曲一伸
 展は大腿脛骨関節で行われるため,大腿膝蓋関節はどちらかと言えば等閉視されてきたようであ
 る。しかしながら近年,膝蓋骨の力学的意味や大腿膝蓋関節に由来する疾患等が解明されるにつ
 れ,大腿膝蓋関節の形態的側面を明らかにする必要がしだいに高まってきたと思われる。
 著者は第1編において大腿膝蓋関節の正常像について述べ,膝蓋骨および大腿骨膝蓋面の平均
 的形態と形態上の規則について考察した。第2編,第3編ではその結果をふまえ,大腿膝蓋関節
 の病的状態として膝蓋骨不安定症および変形性膝関節症にみられる変化と病的意義について述べた。
 第1編膝蓋骨および大腿骨膝蓋面のX線計測的研究
 剖検等により得た58例の左膝関節標本を用いて膝蓋骨および大腿骨膝蓋面のX線撮影を行い,
 これらの骨陰影,軟骨(造影剤)陰影について詳細な計測を施行した。計測結果から膝蓋骨およ
 び大腿骨膝蓋面の一般的な形態について次のような結論を得た。
 1)日本人の膝蓋骨および大腿骨膝蓋面の平均的形態を数値をもって表現した。また膝蓋骨の
 形態をあらわす指数などは,公表された文献上の記載と似通っており,本邦人に特に目立つ点は
 指摘できなかった。
 2)膝蓋骨の関節軟骨面の軸射像,側面像から見た形態には一定の規則性があり,たとえばあ
 る長さの膝蓋骨横径が示されれば,それに見合った膝蓋骨縦径,厚さ等が推定可能であった。
 3)大腿骨膝蓋面の形態をあらわす数値のうちあるものは関節面の撮影肢位に大きく影響され
 る数値であった。したがってそれらの比較には慎重であらねばならないと考えられた。
 4)膝蓋骨と大腿骨膝蓋面の対応する指数同志を比較したところ,両者の間に相関性の認めら
 れるものと認められないものとがあり,膝蓋骨と大腿骨膝蓋面の形態的関連性について論ずる場
 合には,何を指標として比較するのかという点を注意する必要があると考えられた。
 第2編大腿膝蓋関節の不安定性に関するX線計測的研究
 膝伸展位における大腿膝蓋関節の不安定性を主訴とする疾患は膝蓋骨亜脱臼症候群と総称され
 ているが,その中には習慣性膝蓋骨脱臼,亜脱臼あるいは膝蓋骨不安定症などが含まれる。この
 ような疾患の不安定性の原因に関しては多様な因子があげられ,いろいろ検討が加えられている
 が,著者は膝蓋骨および大腿骨膝蓋面の形態的変化に注目し15例23膝についてX線計測的調査を
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 行い次のような結果を得た。
 膝蓋骨および大腿骨および大腿骨膝蓋面ともに外側関節面が内側よりも発達し,而者の関節と
 しての適合性が浅くなることが示された。そのため本来蝶番関節様構造をとる大腿膝蓋関節が,
 あたかも平面関節を構成するかのような形態をとる事が明らかになった。平面関節化しながらも
 それを支える十分な軟部組織があるわけではなく,このような関節構造の変化が大腿膝蓋関節に
 おける膝蓋骨の不安定性をもたらす原因のひとつであろうと考えられた・
 第3節変形性膝関節症における大腿膝蓋関節の変化について
 変形性関節症とはさまざまな原因によってひきおこされる関節構成体の物理的,化学的損傷が
 基盤にあり,関節軟骨や骨などの退行変性を通じて関節の破損に至る疾患である。著者は変形性
 膝関節症51膝について大腿膝蓋関節の形態的変化を調査し次のような結果を得た。
 変形性変化の主要なものは膝蓋骨の外方偏位と膝蓋骨外側関節面にみられる深い切れ込みであ
 った。大腿骨膝蓋面の変化としては外側関節面が優位となる傾向がうかがわれたが,概して膝蓋
 骨側の変化と比較すると軽度なものであった。このような形態的変化は通常では膝蓋骨の突出
 と大腿骨膝蓋面の陥凹が蝶番関節としての機能をはたすわけであるが,膝蓋骨の外方偏位と変形
 をともなった例では膝蓋骨外側関節面が大腿骨膝蓋面の陥凹部の役割を代行し,膝蓋骨の隆起の
 役を大腿骨外顆が代行するという構造的変化を裏づけるものと思われた。これは大腿膝蓋関節の
 蝶番関節としての機能の接点が前外側へ移行する事を意味していると考えられた。
結語
 膝蓋骨および大腿骨膝蓋面の平均的な形態を明らかにした。このような詳細な計測値は今まで
 公表をみていないものであると思われた。また膝蓋骨不安定性および変形性膝関節症についても
 検討し,今まであまり十分に理解されていなかった形態的変化の特長について述べた。
 一3一
 審査結果の要旨
 著者は膝関節の大腿膝蓋関節に注目し,まず健常関節について膝蓋骨とそれに対する大腿骨膝
 蓋面の形態,並びに両者の関連について観察し,ついで不安定膝,膝蓋骨亜脱臼,再発性膝蓋骨
 脱臼などの病的状態において,さらに一般によくみられる変形性膝関節症において同様の観察を
 行ない,健常膝と対比を試みている。
 従来健常関節における観察は生体のX線写真によってなされてきたが,大腿膝蓋関節のX線写
 真は撮影条件を一定化しにくいため詳細な形態分析は困難であった。そこで著者は剖検でえた58
 例の膝関節で軟骨面に造影剤を塗布し,一定の条件下でX線撮影を行ない,X線写真で投影され
 る骨の陰影とその表面を覆う軟骨の形態との関連性,並びに膝蓋骨と大腿骨膝蓋のもつ形態上の
 規則性などを観察するとともに従来使われてきた形態を表現するparameterの吟味を行なって
 いる。観察の結果,膝蓋骨の大きさや関節軟骨面の形態は一定の規則性をもっている,また膝蓋
 骨を誘導する大腿骨膝蓋面は特徴があることを見出し,さらに膝蓋骨と大腿骨膝蓋面の形態的関
 連性を論じ,それらのparameterの意味づけを行なっている。
 健常者の膝蓋大腿関節に対するX線学的並びにX線計測的観察を基本として,膝蓋骨の不安定
 を示す例について観察し,これらの状態は膝蓋骨,大腿骨とも外側関節面が優位となり,外側関
 節面で平面関節を構成するような形態をとることを明らかにしている。
 さらに変形性関節症における大腿膝蓋関節の形態的変化を51膝のX線像を用いて解析した結果
 では,膝蓋骨の外方偏位,膝蓋骨外側関節面にみられる深い切れ込みの存在,膝蓋骨外側関節面
 直下の骨梁群の発達,大腿骨膝蓋面の外側関節面が優位となる傾向を見出している。
 本論文は健常な大腿膝蓋関節のX線計測的観察,さらに病的状態の同関節の同様の観察を行な
 うことで,従来不明な点の多かった大腿膝蓋関節の形態をより明らかにしたことに価値があると
 ,思う。したがって本論文は学位に該当するものと認める。
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